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大
都
市
交
通
の
特
怯

第
四
十
四
巻

一
三

O
四

第
六
披

C 
C 

大

者rs

市

交

通

Lつ

4寺
d性

泉

貞

一
近
代
都
市
の
生
成
程
遠

近
代
都
市
川
μ
尚
北
半
命
以
後
漸
く
資
本
主
義
紋
抗
仰
の
成
五
せ
ん
と
す
る
時
代
K
入
り
て
、

刊
現
し
た
も
わ
で
あ
る
。
勿
論
と
の

出
現
を
可
能
な
ら
し
め
た
諸
原
闘
に
は
枇
曾
上
、
政
治
上
、
科
墜
上
、
等
の
諸
種
の
原
因
が
存
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
経
済
上
の
理

由
が
そ
の
最
も
主
要
た
る
原
凶
在
る
と
と
は
否
定
し
え
な
い
。
た
ん
と
な
れ
ば
、
近
代
都
市
は
共
以
前
の
(
耕
一
恥
と
は
田
町
り
、
機
械
的

工
業
的
生
産
様
式
の
上
に
共
根
基
を
置
く
所
の
、
一
事
国
的
背
景
を
背
負
っ
て
現
れ
出
で
た
も
の
で
あ
る
か
ら
町
あ
る
。
而
し
て
，
此
の

機
械
的
工
業
的
生
産
様
式
を
可
能
な
ら
し
め
た
と
こ
る
の
最
初
の
も
の
は
蒸
気
動
力
機
の
科
撃
的
後
見
で
あ
り
、
そ
れ
は
交
通
と
生

産
と
の
雨
様
式
に
全
〈
革
命
的
級
一
革
を
も
た
ら
し
た
。
も
と
よ
り
蒸
気
動
力
機
関
は
、
そ
の
機
織
の
本
質
上
必
然
的
に
集
中
性
を
有

し
て
ゐ
る
が
大
量
生
産
機
械
は
そ
の
強
力
友
る
動
力
の
援
助
に
依
り
て
始
め
て
可
能
と
友
り
、
此
れ
に
伴
ふ
諸
種
の
機
械
的
殻
明
、

分
業
の
護
達
、
持
働
者
及
び
大
量
資
本
の
局
地
的
集
中
は
必
然
的
に
大
工
場
を
生
み
、

又
大
工
揚
は
英
大
怠
る
物
資
を
生
産
す
る
が

同
時
に
父
莫
大
な
る
物
資
を
も
消
費
し
此
庭
に
生
産
物
剖
ち
商
品
を
中
心
と
し
て
生
産
者
と
消
費
と
は
量
的
に
も
質
的
に
も
密
接
た

る
連
絡
の
闘
係
に
入
り
込
む
こ
と
L

な
っ
た
町
か
く
て
上
述
せ
る
如
き
諸
原
因
が
相
互
に
内
在
的
連
繋
を
保
ち
つ
L

、
近
代
都
市
は

一
定
地
域
に
大
量
人
口
並
に
英
大
左
る
資
本
量
の
集
中
と
、
大
量
の
商
品
の
累
積
を
以
っ
て
資
本
主
義
的
経
桝
都
市
と
し
て
そ
の
成

M， Leinert， Die Sozialge.sch.ichte der Grt}ssstadt.， S" 2S-50. 
綾憐論叢第44巻第ー披56頁、及び第二回都市問題合議、骨干究報告 Li也田宏氏
都市郊外地の研究と其統制方策概論190頁。
都市問題、第 14巻、第3説、 201一一204頁、都市現象~)3tイI~史的認識。
前掲都市問題、費~I4巻、第3旗、 212頁、大都市生成幾主主の諸原因
¥V. B. Mllnro; MlJnicipal Admini:-.tcation， 1934， p.2r6. 
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立
を
初
め
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
都
市
と
は
、
そ
の
枇
舎
の
文
化
の
段
階
部
ち
そ
の
枇
舎
生
活
様
式
、
更
に
詳
言
す
れ
ば
交
通
様

式
と
生
産
様
式
と
に
依
っ
て
そ
れ
を
母
胎
と
し
て
、
必
然
に
決
定
さ
れ
る
生
活
形
態
で
あ
る
主
一
一
一
ロ
ひ
得
る
友
ら
ば
、
近
代
都
市
ば
蒸

気
動
力
機
闘
の
務
明
に
件
。
て
、
生
産
様
式
と
交
通
様
式
と
の
上
に
起
り
た
る
革
命
的
礎
化
を
受
け
た
る
生
活
形
態
が
、
私
布
財
産

制
と
個
人
的
自
由
主
義
商
業
と
に
依
っ
て
人
口
と
物
資
と
の
大
量
集
中
を
も
た
ら
し
た
る
資
本
主
義
的
な
る
、
地
域
的
楽
薄
紅
八
回
で

あ
る
。
更
に
と
れ
を
約
十
一
目
す
れ
ば
、
寅
質
上
、
資
本
の
恨
相
と
し
℃
の
有
機
的
機
構
の
全
憾
で
あ
る
と
一
吉
ひ
う
る
で
る
は
一
一
九
に

(詰

1
)

今
日
主
で
存
在
し
又
は
現
に
存
抗
し
て
ゐ
る
都
市
以
前
の
都
市
は
大
閣
左
り
凶
穏
に
国
別
す
る
こ
と
が
同
市
部
る
。
第
一
は
古
代
ス
メ

1

ル
古

代
印
度
、
古
代
希
胸
、
古
代
擢
品
等
に
於
け
る
都
市
凶
，

a
の
都
市
、
第
二
は
古
何
東
洋
に
於
げ
る
都
、
第
一
一
一
ぽ
巾
開
自
由
都
市
、
部
聞
は
巾
世
話
係

。
都
府
で
あ
る
。
第
一
の
都
市
法
ス
メ

1
ル
皮
及
、
市
艇
、
擁
局
、
巾
印
度
也
干
の
古
内
に
あ
ら
川
崎
札
た
る
都
市
形
態
で
ず
ゆ
る
。
彼
等
。
吐
A

回
目
統
制
様

式
川
倣
成
山
R
E
U

州
政
ぺ
治
で
あ
一
つ
占
引
か
柏
市
i
守
能
訓
が
あ
り
吐
の
守
謎
仰
の
れ
川
町
者
は
切
ら
Z
L

の
祁
市
凶
円
打
、
五
で
あ
っ
式
。
一
附
し
て
政
治
子
一

行
ふ
白
も
法
伴
を
あ
む
の
も
保
約
を
結
ぶ
の
も
鞍
宇
を
す
る
の
も
す
べ
て
守
護
紳
の
名
に
於
い
て
祭
司
長
の
手
に
依
っ
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
然

し
所
詮
都
市
凶
家
の
都
市
は
種
族
園
鶴
又
は
民
族
国
慢
の
自
衛
と
し
て
の
都
市
で
あ
ワ
て
天
然
自
然
的
に
は
交
週
月
後
一
注
し
得
る
便
利
な
地
に
あ
り

し
か
も
移
住
に
依
る
呉
民
族
の
剖
抜
せ
る
土
地
に
起
る
古
代
的
な
祉
合
文
化
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
都
市
凶
家
の
都
苛
を
解
消
せ
し
め
た
根

本
原
闘
は
一
に
た
ピ
交
遁
の
護
蓬
及
び
そ
れ
に
依
っ
て
起
る
向
業
の
唆
展
で
あ
っ
た
り
で
あ
る
。
第
二
四
古
代
東
洋
に
於
け
る
都
は
古
代
枇
合
に
あ

ら
は
れ
た
湖
自
申
都
市
形
惑
で
バ
ピ
ロ
ン
、
エ
ネ
ゲ
ェ
、
ァ
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ャ
、
羅
局
、
洛
陽
、
長
安
等
は
特
こ
の
稀
に
ぞ
く
す
る
柿
市
で
あ
る
。

而
し
て
こ
れ
年
の
都
市
は
皆
悉
〈
君
主
の
都
市
で
あ
っ
て
中
央
集
権
の
勉
め
の
巾
央
集
樺
の
場
所
で
あ
り
従
っ
て
都
な
る
都
市
文
化
札
象
は
全
然
一

般
生
産
的
民
衆
の
錦
品
。
存
在
で
な
〈
車
に
支
配
者
た
る
帝
王
の
鎚
め
の
文
化
様
式
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
ぬ
。
而
し
て
帝
王
の
叡
例
的
本
質
た
る
貿
易

的
商
業
と
紅
戦
的
掠
奪
と
は
ま
さ
し
く
ぞ
の
経
済
的
基
礎
で
あ
っ
た
。
し
か
し
か

L

る
都
市
が
崩
壊
し
た
る
に
就
い
て
は
古
代
の
大
帝
図
自
存
立
に

依
り
征
職
掠
奪
並
び
に
貿
易
商
業
の
相
手
を
失
ひ
た
る
と
こ
る
に
其
原
因
が
存
す
る
。
第
三
の
中
世
自
由
都
市
は
中
世
末
期
の
敵
国
和
己
訪
問
に
あ
ら

は
れ
た
都
市
形
態
で
あ
る
。
例
之
ハ
ン
ザ
同
盟
の
諸
都
市
、

7

イ
シ
地
方
及
び
西
南
郷
遁
地
方
に
興
っ
た
諸
都
市
、
伊
太
利
に
於
け
る
ゲ
主
ネ
チ
ヤ

ジ
エ
ノ
ゲ
ア
の
諸
海
港
。

1
7
ノ
、
ピ
サ
、
フ
ロ

l

レ
y

ス
等
の
諸
都
市
は
豆
に
こ
れ
で
あ
る
。
こ
り
都
市
形
態
は
一
般
民
衆
り
生
活
様
式
が
農
業

的
生
産
以
外
に
商
業
と
い
・
中
新
し
い
倒
立
し
た
生
活
様
式
を
も
っ
て
遁
み
来
っ
た
一
耽
舎
に
な
っ
て
始
め
て
あ
ら
は
れ
て
来
る
都
市
形
底
で
る
る
。
然

大
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市
交
通
の
特
性

第
四
十
四
巻

C 
li 

第
六
競

O 

第3説、 2'5賀、都市現象の文化史的訟識。
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大
都
市
交
詔
の
特
性

第
四
十
四
巻

C 
ノ、

第
六
獄

C 

し
古
代
の
都
市
が
多
〈
種
族
問
閣
で
あ
る
に
反
し
こ
れ
は
純
粋
な
る
経
済
圏
憾
で
あ
り
、
経
済
的
利
盆
が
共
通
て
之
る
主
い
ふ
意
識
に
依
つ
で
怒
っ

て
ゐ
る
。

所
詮
中
世
都
市
は
農
業
的
生
産
様
式
を
と
っ
て
ゐ
る
枇
曾
の
そ
れ
心
胎
内
的
存
主
で
あ
る
と
こ
ろ
の
手
工
業
時
代
の
都
市
形
恕
に
他
な
ら

ぬ
。
し
か
し
中
世
の
末
期
か
ら
近
世
の
都
市
に
か
け
て
こ
れ
等
山
自
由
都
市
成
立
町
一
祉
合
的
原
因
は
悉
く
消
滅
し
た
、
そ
れ
は
外
部
的
に
は
強
大
な

る
中
央
集
躍
的
近
世
川
問
中
泳
の
成
立
で
る
り
内
部
的
に
は
近
代
的
産
業
の
排
出
遣
で
あ
づ
た
の
で
る
る
。
第
四
の
諸
伎
の
都
府
と
し
て
の
都
市
は
巾
肘
に

於
け
る
領
主
の
都
府
で
あ
っ
て
え
化
史
的
に
は
左
程
重
要
な
も
の
で
は
な
く
前
逃
の
如
き
白
向
都
市
ほ
ど
特
色
あ
る
も
の
ご
は
な
い
。
そ
れ
は
恰
も

古
代
目
山
市
五
が
自
ら
の
成
を
不
1
9
た
め
に
消
費
文
化
を
持
っ
た
如
〈
そ
れ
を
小
規
模
に
も
つ
た
め
の
存
柁
で
あ
っ
ぉ
。

四
日
々
は
ん
，
此
出
陣
さ
件
、
り
資
本
主
義
的
抑
制
桝
都
市
任
問
題
に
し
て
ゐ
る
が
仙
に

t
性
監
の
附
叫
っ
た
都
市
や
泣
哉
の
七
?
♂
た
都
市
が
-
一
ね
い
'
和
す
る
か

ら
四
日
附
円
一
悦
抗
上
説
明
在
加
ヘ

E
h向
こ
う
。

一
概
に
都
市
と
一
百
つ
で
も
都
市
に
も
得
々
な
る
型
(
ベ
ヨ

E
え
の
山
氏
自
)
が
あ
る
却
ち
都
市
は
市
民
の
大
多
数
が
属
す
る
主
要
な
る
職
業
D
如
何
に

依
っ
て
次
D
四
割
に
分
類
さ
れ
る
。
勿
論
此
間
に
明
確
な
る
一
線
を
割
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
、
商
業
都
市

(
C
E
E
P
S宮
島
市
コ
3
2
宮
-
q
z
n
o
E
5
m
R
E
)
更
に
こ
れ
が
次
り
四
種
に
分
類
さ
札
る
o

印
ち
山
市
港
都
市
(
∞
E
旬

ozm)
湖
沼

都
市

(Fro
吉
江
田
)
河
口
都
市
(
白
書
門
司
。
『
片
山
)
交
通
終
端
及
び
連
絡
都
市
(
出
回
目

]3己
宮
崎
書
官
-
P
D
L
」

E
R【

H
E
n
-丹
可

)

一
一
。
工
業
都
市
(
己
己
目
白
官
、
己
主
℃
ロ
ヨ
耳
目
々
古

Z
E
E
-
g
p♀
z
E
C『
E
E
E邑
-Zの
と
こ
れ
も
原
料
産
業
に
従
事
す
る
都
市
と
製
造
工
業
に

従
事
す
る
都
市
と
に
分
け
、
b
る。

三
、
農
業
都
市

(
3
5山口問
B
U
Z
E
)

商
業
及
び
工
業
都
市
住
に
は
人
口
多
量
で
は
な
い
が
県
古
な
る
農
業
地
械
の
中
心
都
市
で
あ
る
。

四
、
政
治
都
市
(
句
。
}
】
Z
E
]
己

5眠
)

内
同
此
外
に
教
育
都
市
(
胃
《
S
E
E
S
P
H
n
r
E
)
及
び
宗
教
都
市
(
問
。
口
問
問
。
里

EZOV)
を
も
数
へ
る
回
申
者
も
あ

h
o

町主
I
J

ert=υ
目

4

、

(註

3
)

田
閑
都
市
(
の
司
凡
問
。
ロ
の
日
々
)
及
び
衛
星
都
市
「
印
且
己
5
0
2
z
oと
な
る
名
穏
を
持
つ
都
市
が
る
る
。
前
者
は
一
八
九
九
年
英
図
に
於
い
で
昌

ペ
ネ
ザ

-
P
ヲ
1
ド
氏
が

C
P『品

g
n町
内
回
目
。
『
叶
E
W
H
2
2者
な
る
一
書
を
公
に
す
る
こ
と
に
依
っ
て
展
開
し
た
る
一
連
の
都
市
改
良
新
設
運
動
或
ひ

は
都
市
計
査
上
の
意
味
を
宥
す
る
。
此
運
動
は
都
市
人
口
の
限
り
な
き
膨
脹
と
問
闘
地
域
の
破
壌
と
を
変

E

山
る
こ
と
に
依
っ
て
起
っ
た
運
動
で
あ
っ

て
畢
活
岡
岡
生
活
と
都
市
生
活
と
が
健
康
に
し
で
自
然
的
な
る
比
つ
経
済
的
な
る
結
合
に
依
つ
で
あ
ら
ゆ
る
階
級
に
属
す
る
人
々
の
健
康
、
快
適
な

る
生
活
標
準
を
向
上
せ
し
め
ん
と
す
る
に
外
な
ら
品
。
後
者
は
一
定
の
軌
道
内
に
於
い
て
然
か
も
大
中
心
の
閑
閣
に
分
散
的
に
存
十
代
す
る
特
に
工
業

and VahleS， 

却ト却7・(p口

309 (!'3，rden 

Stanley L. Mcmichael and Rol)ert F. 
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経
済
的
関
係
を
有
す
る
地
域
枇
舎
を
指
示
す
る
場
合
に
用
ひ
ら
れ
る
一
百
葉
で
あ
っ
て
常
に
配
給
市
場
地
域
内
に
)
於
い
て
母
都
市
へ
政
治
的
に
依
存
す

る
も
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
大
経
済
工
業
都
市
も
大
小
何
れ
を
問
は
ず
此
の
衛
足
都
市
白
紙
帯
を
有
し
て
ゐ
る
。

大
都
市
交
遁
の
意
義

都
市
研
究
患
者
の
構
成
マ
ン
ロ

l
教
授
は
、
共
著
員

E
E
Z
F
L
E
E
m
q
p
z
g
k
於
い
て
突
の
如
〈
言
ふ
。
邸
ち
近
代
都
市
の
生

時
叫
高
司
法
は
一
に
懸
っ
て
経
済
的
特
礎
の
主
に
呼
吸
す
る
こ
と
に
あ
る

L
。
而
し
て
こ
の
舘
山
内
一
崎
市
だ
る
黙
?
円
λ

て
す
ぺ
で
の
お
一
市

を
市
川
の
六
種
に
分
類
し
て
ゐ
る
。

一
憶
の
工
業
部
市
(
【
一
-
て

E
r
L
5ミ

一
、
農
業
部
市
(
[
一
括

日。=門広一市口『山一切
24
一円命円一
7
d

宅、、

、

門
戸
F
て

三
、
敏
感
に
沙
る
工
業
都
市
(
己
目

l
-
-
I
-
l
-
l
;
】

l

a

-

-

匹
、
衛
星
間
市
一
戸
吉
川
訪
円
E
E
円。色、」

五
、
商
工
業
都
市

.
、
，

4

E

句。-∞
-
2
0
2

〈

}
z
mん目

}
~
n
r
u可

5
1
3へ
4
4
4
3
1
2
1
3
巳
乙
立
て
こ
っ
庄
で

A

た
部
官
「
-
一
五
百
円
三
一
つ
コ
D
-
4
5
4
2一で

J

:

J

j

A

7

4

l

'

同

こ

よ
ι
一
一
品
ふ
と
こ
ろ
の
大
都
市
と
は
、
如
何
友
圭
一
品
義
を
有
す
る
も
の
を
指
ず
か
。
書
々
は
へ
7

7

ンロ

l
殺
慢
の
た
祁
市
論
の
批

判
門
を
左
す
こ
と
に
依
っ
て
、

と
れ
が
意
義
の
規
定
を
試
み
た
い
と
忠
ふ
。
先
づ
教
授
は
一
一
一
口
ふ
。
大
都
市
は
主
と
し
て
過
去
百
年
以
後

の
理
物
で
る
る
、

そ
れ
は
或
る
設
定
せ
ら
れ
た
る
大
地
域
の
終
州
首
部
( 

t"'j 
門

o 
= 
司
】

ぞで

「で
ユコ
司
門

込2

) 

で
あ
弓

1
1
m白
市
の
犬
い
さ
は
決

し
て
大
都
市
を
形
成
し
な
い
が
、
都
市
の
犬
山
山
さ
は
経
済
的
影
響
の
放
対
を
助
長
す
る
。
大
都
市
の
地
域
は
商
品
物
資
の
異
常
な
る

蓄
積
が
行
は
れ
る
と
と
る
の
軸
で
あ
っ
て
、

共
軸
を
中
心
と
し
て
大
規
模
の
八
刀
配
が
た
さ
れ
叉
共
都
心
か
ら
銀
行
及
び
信
用
金
融
機

闘
の
諸
機
能
が
、
給
せ
ら
れ
る
。
か
L
る
諸
都
市
は
恰
も
蜘
妹
の
巣
の
如
く
後
遺
す
る
。
軸
線
は
都
心
か
ら
外
部
へ
投
げ
出
さ
れ
.

且
又
求
心
的
把
極
力
が
内
部
へ
吸
引
す
る
、
す
ぺ
て
の
も
の
が
内
部
へ
内
部
へ
と
向
け
ら
れ
、
す
べ
て
の
道
路
は
ロ
1
7
へ
通
中
る

に
似
て
ゐ
る
。
例
之
大
紐
育
市
は
マ
ハ
ツ
タ
ン
島
の
尖
端
に
於
け
る
一
都
市
と
し
て
愛
生
し
た
る
に
次
第
に
、
北
方
へ
護
展
し
結
局

大
都
市
交
認
の
特
性

第
四
十
四
巻

O 
七

第
六
披

O 

一一一4

cities 
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大
都
市
交
通
の
特
性

第
四
十
四
巻

C 
四

一=一
O
八

第
プミ
銃

は
紐
育
市
が
併
合
し
た
プ
ル
ク
リ
ン
市
や
其
他
の
都
市
に
衛
星
都
市
の
愛
生
的
温
床
を
輿
へ
て
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
へ
流
出
し
プ

ロ
ン
ク
ス
に
及
ん
で
ゐ
る
。
か
く
し
て
終
に
ジ
ヤ
ツ
シ
1
海
岸
を
横
切
っ
て
遁
剰
人
口
を
流
出
し
売
。
然
し
か
t
A

る
大
枇
舎
の
外
面

に
於
け
る
各
々
の
地
黙
の
後
展
は
、
震
に
帯
民
生
の
泊
程
が
始
っ
た
と
こ
ろ
の
マ
ハ
ツ
タ
ン
の
一
角
に
於
け
る
共
加
速
度
的
褒
展
に
依

っ
て
、
保
件
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
と
。
則
ち
之
れ
を
要
す
る
に
近
代
大
都
市
の
概
念
構
成
に
首
ワ
て
は
、
次
の
諸
要
素
が
不
可
快
左
る

こ
と
を
指
摘
し
得
る
?
あ
ろ
う
。
先
づ
第
一
に
犬
部
市
直
経
済
首
都
?
あ
る
と
い
ふ
こ
と
守
あ
る
旬
問
に
述
べ
た
絞
に
近
代
都
刊
の

生
成
畿
財
肌
は
、

一に

Mm
っ
て
経
情
的
恭
舵

ω土
に
呼
吸
す
ゐ
む
と
に
あ
る
、
而

L
て
非
州
の
如
〈
前
誌
と
工
以
止
と
は
二
円
一
訟
が
ら
有

す
る
と
と
に
依
っ
て
初
め
で
ム
全
身
相
互
に
禁
展
す
る
も
の
で
る
り
、
更
に
交
通
の
必
要
は
か
L

る
商
工
業
都
市
を
例
外
も
友
〈
港
湾

に
商
せ
し
む
る
か
、
又
は
鈴
道
に
依
っ
て
培
養
せ
し
む
る
。

か
く
て
人
口
が
瓦
十
寓
以
上
と
た
っ
て
-
初
め
て
其
周
固
に
、
街
星
都

市
が
禁
生
す
る
が
、
絡
に
母
的
都
市
は
こ
の
衛
星
都
市
を
併
合
し
て
経
済
首
都
と
友
る
、
か
与
る
が
故
に
こ
の
経
済
首
都
は
、
，
吠
第

に
金
融
、
商
菜
、
及
び
工
業
資
本
の
経
済
的
中
心
勢
力
を
造
成
す
る
こ
と
L

な
る
c

第
こ
に
は
褒
展
過
程
と
し
て
の
衛
星
都
市
併
合
の
存
す
る
と
と
で
る
る
。
既
に
述
べ
た
殺
に
衛
星
都
市
左
る
言
葉
は
、
主
と
し
て

工
業
的
で
は
あ
る
が
周
遊
の
地
を
、
夫
々
の
枇
合
同
的
経
済
的
用
途
に
舷
じ
て
設
定
す
る
と
言
ふ
政
策
に
関
聯
す
る
と
と
を
意
味
す
る

の
で
あ
っ
て
、
母
都
市
か
ら
柏
離
れ
た
る
士
地
の
上
に
、
土
地
の
低
廉
及
び
税
金
の
関
係
或
ひ
は
充
分
注
る
活
動
の
徐
地
を
得
る
と

と
を
目
的
と
し
て
、
所
要
の
弊
働
者
大
衆
と
共
に
一
都
市
を
形
成
す
る
と
と
に
依
っ
て
始
め
ら
れ
る
。

一
度
衛
星
都
市
が
問
来
る
と

相
互
に
内
部
的
に
吸
引
し
母
都
市
と
の
交
訟
が
盆
k

密
援
と
た
り
、
絡
に
寅
質
的
に
設
顧
す
る
に
及
ん
で
併
合
を
行
ひ
、
母
都
市
は

こ
L
に
愈
身
大
都
市
的
色
彩
を
帯
び
る
に
至
る
。

Purdom， the Building of SatelIite city参照。C.B 3) 



第
三
に
は
大
都
市
の
大
い
さ
は
如
何
な
る
程
度
か
と
言
ふ
と
と
で
あ
る
が
、
此
の
問
題
に
就
い
て
マ
ン
目

1
教
授
は
上
述
の
如
〈

必
や
し
も
問
題
に
左
ら
ね
と
一
一
一
一
ロ
っ
て
ゐ
る
が
、
然
し
忠
ふ
に
、
こ
れ
は
所
謂
都
市
の
行
政
匝
劃
が
如
何
に
大
で
あ
っ
て
も
都
市
の
寅

質
と
相
一
致
せ
ぬ
限
り
、
問
題
に
な
ら
む
と
言
ふ
意
味
で
る
っ
て
全
然
問
題
に
友
ら
ぬ
と
言
ム
意
味
で
は
な
い
。
従
っ
て
賞
際
上
明

自
に
E
は
な
い
が
、
大
都
市
の
大
い
さ
は
或
程
度
の
大
都
市
闘
な
る
範
聞
を
持
っ
て
ゐ
る
。
今
乙
れ
を
時
間
的
に
見
れ
ば
都
市
は
自

己
の
有
す
る
交
通
組
織
に
よ
っ
て
都
心
部
よ
り
約
一
時
間
以
内
の
到
達
闘
を
以
っ
て
、
都
市
の
限
度
と
考
へ
ら
れ
叉
ア
ツ
シ
ユ

7

イ

ル
ド
卿

ω調
査
に
依
れ
ば

住
宅
地
と
就
菜
地
と
の
交
通
時
聞
を
対
一
分
と
見
倣
し
ず
イ
カ
l
ズ
博
士
は
六

O
分
を
基
準
と
し
て
ゐ

る
。
従
っ
て
現
在
の
高
遁
反
交
通
機
関
を
以
っ
て
し
で
も
、
大
都
市
聞
は
郎
心
地
よ
り
約
廿
四
粁
を
山
山
な
い
と
す
ロ
は
れ
て
ゐ
弘
。
人

日
の
知
に
就
い
て
は
後
に
山
地
ぺ
め
棋
院
大
純
一
一
百
寓
以
土
は
必
嬰
札
充
八
円
た
よ
引
絞
件
な
わ
』
推
定
さ
れ
ゐ
。

第
凶
忙
は
近
代
大
都
市
交
通
機
酬
の
存
柱
す
る
と
と
で
あ
る
。
既
に
述
，
へ
た
様
に
守
ン
ロ

1
教
授
も
「
か
L

る
都
市
は
恰
も
蜘
紘

の
巣
の
如
く
禁
法
し
、
軸
線
は
内
か
ら
外
へ
外
か
ら
内
へ
求
心
力
と
蓮
心
力
と
が
互
ひ
に
相
詰
抗
す
る
」
と
言
っ
て
ゐ
る
が
、
此
間

に
都
市
交
通
諸
機
関
の
愛
速
が
存
ず
る
ζ

と
は
極
め
て
明
白
な
こ
と
で
あ
り
、
叉
都
市
研
究
者
と
し
て
著
名
友
る
ポ

l
ル
.

ム
1
リ

氏
も
現
代
の
都
市
概
念
は
、
交
通
手
段
の
便
宜
に
依
り
て
促
進
さ
れ
間
断
な
き
増
進
の
途
上
に
あ
る
人
口
凝
集
を
意
味
す
る
と
一
一
昌
っ

て
ゐ
る
の
を
み
て
も
了
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
る
う
。
此
を
護
達
順
に
言
へ
ば
蒸
気
鋭
道
、
路
面
電
車
、
乗
合
自
動
車
、
高
架

地
下
の
高
速
度
餓
道
、
及
び
と
れ
ら
と
相
前
後
し
で
褒
迷
し
た
タ
ク
シ
ー
の
諸
機
闘
で
あ
る
。

と
れ
を
動
力
の
謎
還
と
言
ふ
観
離
か

ら
み
る
と
蒸
気
動
力
、
電
気
動
力
・
及
び
内
燃
機
闘
、

の
順
序
で
あ
り
、
交
通
闘
の
性
能
か
ら
み
れ
ば
集
中
的
性
能
を
有
す
る
交
通

機
関
か
ら
失
第
に
分
散
的
性
能
を
布
す
る
交
通
機
関
へ
と
移
行
し
つ
L
あ
る
。
兎
に
角
近
代
的
交
通
手
段
は
、
自
然
的
障
碍
か
ら
著

大
都
市
交
通
の
特
性

O 
li 

O 
九

第
六
競

傍
四
十
四
巻

関西大串創立五十年記念論文集，コポ:都市町生成主交通機関 p 空76
都市地理研究 ，p. 134.都市概念の!嬰議、此白論文はポールムーロ氏稿で La
Vie Urbaine No. I-Z/ mars Juin. 【 sn:9 に掲r哉されたも"'~邦諜である。
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大
都
市
交
語
の
特
性

第
四
十
回
答

一O
六

O 

第
六

裁

し
く
解
放
さ
れ
夫
々
堅
牢
友
構
造
と
大
な
る
積
載
力
と
住
意
の
蓮
力
と
を
持
っ
て
銭
h

質
と
量
の
多
様
化
を
も
た
ら
し
た
。
殊
に
近

代
的
機
械
的
交
通
機
関
の
最
大
の
特
色
は
、
国
亙
及
び
質
の
護
展
に
あ
る
と
一
吉
ふ
よ
り
も
む
し
ろ
此
の
設
展
を
某
礎
づ
げ
た
と
と
ろ
の

運
搬
具
及
び
動
力
の
自
然
へ
の
直
接
的
束
縛
か
ら
の
離
脱
で
あ
る
と
、

一
日
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
む
。
然
れ
ど
も
就
中
大
都
市
に

て
は
協
同
交
通
機
闘
の
外
、
特
に
高
架
及
び
地
下
の
高
山
中
止
鍬
道
施
設
が
緊
市
主
た
る
と
と
は
都
市
交
渇
撃
の
椛
威
タ

l
ナ

1
博
士
或
は

ギ
l
ゼ
博
土
の
設
〈
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
事
賞
に
徴
す
る
も
此
傾
向
は
明
白
で
あ
り
百
時
以
上
の
人
口
ぞ
有
ナ
る
都
市
に
於

?

5
い
百
五
時
吉

-3洛
K
E
t
-
-叫
し
ぐ
、

h
U
1
J
E
-
-
z
t
t
v
L
出
日
巧
シ
主
い
h
f
l
J

特
hu
人
日
二
百
割
以
上
の
大
都
市
日
亡
は
欠
く
べ
か
ら

γ
る
交
油
機
附
な
る
と
と
が
資
詩
芯

れ
L 

ゐ
る乍)。F

第
五
に
都
心
地
域
と
郊
外
地
域
と
の
劃
然
た
る
分
離
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。
此
の
都
心
と
郊
外
地
の
分
離
は
明
か
に
住
宅
の
問

題
で
る
る
、
邸
ち
都
市
へ
の
犬
量
人
口
集
中
に
件
ひ
人
口
集
積
に
依
っ
て
人
口
飽
和
貼
に
遣
す
る
と
、
保
健
及
び
街
生
的
見
地
並
に

都
心
地
域
の
地
債
騰
貴
の
経
済
上
の
必
要
に
依
っ
て
、
大
都
市
住
民
は
地
債
の
低
廉
な
る
且
保
健
衛
生
に
適
す
る
都
市
周
遊
の
郊
外

地
方
へ
と
移
動
せ
ん
と
す
る
現
象

(
5
5
'
P同
と
)
を
惹
起
す
る
。
か
L
る
さ
r
E
r
p
=
E
g
E
換
品
一
目
す
れ
ば
人
口
双
ぴ
物
資
の
一
定
地

域
を
中
心
と
す
る
の

Z
E
-
-
E
Z
5
と
、
〔

Tug口
言
巴
町
田
E
C
E

或
刊
日
は

の
作
用
を
可
能
左
ら
し
め

同ロ円。同】「同日目。ロム」

L
-
R山
『

E
d
E
P
T
O
ロ

7

ン
ロ
ー
も
指
摘
し
て
ゐ
る
様
に
、
交
通
施
設
の
禁
建
が
相
照
廃
し
て
ゐ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
た
い
と
と

る
と
と
ら
の
も
の
は
.

ろ
で
あ
λ
っ
か
ミ
る
都
心
と
郊
外
地
と
の
分
離
が
、

肺

(N雪
山
口
問
)
に
依
っ
て
意
問
的
に
分
離
せ
ら
れ
る
揚
合
と
が
あ
る
。
印
ち
と
れ
は
大
都
市
が
更
に
過
大
に
護
展
し
、
様
々
な
る
性
質

極
め
て
自
然
的
に
脇
市
ま
れ
る
揚
合
と
他
方
都
市
計
書
の
賓
施
に
ゐ
け
る
地
域

の
激
援
と
複
雑
化
と
に
遭
遇
す
る
に
及
ん
で
、
公
共
の
利
害
保
全
の
矯
め
に
都
市
の
渡
良
策
大
を
規
則
正
し
く
指
導
し
、
都
市
行
政

の
妓
旧
討
を
容
易
に

E
遁
確
に
す
る
潟
め
に
地
域
制

2
2
2「
互
担
E
工
業
地
域
呂
2
2
2
=一。里
Z
商
業
地
域

H
W
E
E
S
=と
釦
百
戸

え陵商料大事際情研究年報、第六披 p.289-290 充 剖/::1i守ける同然。
大医市役所、世界に於ける最近の高速餓ili:p-日 -'5
Stanley L. Mcrnichael.， City growth and ball1e， 192.)-p. I49・
第二回昼間都市問題合議例究報告、第一 p.201卸 5・ 都市郊外地の研究と
其統制方策概論、 Munro，Op. cit.， p.22 9. Urban transportation m the city 
paln 
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住
宅
地
域
等
の
用
途
及
び
建
築
制
限
を
賓
施
す
る
に
外
占
な
ら
な
い
fv

第
六
に
は
卒
面
的
並
に
立
健
的
に
、
都
市
構
築
が
殻
建
ぜ
る
と
と
で
る
る
。
師
叫
に
涼
一
べ
た
様
に
大
都
市
に
於
て
は
、
都
心
地
域
と

郊
外
地
域
と
の
積
極
的
分
離
を
徐
儀
な
く
せ
ら
れ
、
都
市
交
通
諸
施
設
の
愛
遼
及
び
衛
星
都
市
近
接
町
村
の
賓
質
的
編
入
併
合
戎
ひ

は
地
域
制
の
設
定
と
相
侯
っ
て
、
大
都
市
の
平
阿
地
域
は
甚
し
く
横
大
せ
ら
れ
る
。
嘗
っ
て
有
名
注
調
泡
の
建
築
設
計
家
ブ
ル
ノ

1

・

タ
ウ
ト
氏
が
論
断
し
た
様
に
、
資
本
主
義
社
舎
の
都
市
の
形
態
及
び
設
展
を
決
症
す
る
も
の
は
、
ま
こ
と
に
利
潤
治
求
に
於
け
る
偶

然
の
機
舎
や
勢
力
で
あ
る
が
、
将
来
こ
れ
が
何
庭
ま
で
抜
大
設
展
す
る
か
に
就
い
て
は
、
会
ぐ
漆
測
を
許
さ
た
い
。
印
ち
之
乞
要
ず

る
に
、
大
都
市
の
卒
商
的
瞬
張
殻
肢
は
資
本
主
義
的
経
済
都
市
の
最
も
瀬
著
た
様
相
の
一
つ
で
あ
る
。
更
に
注
意
す
べ
き
は
、
大
都

市
に
於
け
る
立
閥
的
構
築
の
渡
速
で
あ
る
が
、
都
市
叩
学
者
デ
ユ
フ
ス
も
三
ふ
梼
に
近
代
大
都
市
の
今
日
の
呼
一
の
顕
著
九
広
務
正
一
七
一
日
へ

ば
、
先
づ
市
械
の
榊
同
日
間
と
建
築
栄
、
街
路
又
は
交
泊
怖
の
則
六
、
丈
一
回
た
る
と
と
で
あ
る
。

去
一
し
-
亡
斤
手
、
印
有
交
.
1
り
山
内
戎
h
り
い
た
児

-

{

《

t
;
ィ

i
l一

4

1

1

f

;
ー

と
し
て
の
近
代
大
都
市
の
外
貌
を
見
て
も
、
共
資
本
の
偉
力
と
利
潤
の
追
求
と
そ
の
高
卒
を
誇
る
か
に
見
一
へ
る
大
高
居
建
築
物
の

E

韓
が
、
人
類
の
最
高
経
済
文
化
生
清
水
準
の
物
的
表
示
で
あ
る
と
言
ふ
も
敢
へ
で
過
言
で
は
友
い
。
就
中
近
代
建
築
科
壌
の
粋
土
鬼

め
た
る
地
上
並
び
に
地
下
構
築
及
び
批
置
な
る
合
型
的
交
通
路
施
設
の
構
築
は
、
忘
却
し
て
は
友
ら
ね
大
都
市
の
物
的
特
徴
で
あ
る

と
言
ひ
得
る
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
交
通
の
意
義
に
就
い
て

此
場
合
に
於
け
る
交
通
の
意
義
に
就
い
て
は
、
勿
論
別
段
の
限
定
を
設
け
て
台
か
ね
ば
た
ら
お
。

鴻
常
第
一
の
意
義
及
び
第
二
の
意
義
が
あ
る
。
前
者
印
ち
第
一
の
意
義
は
人
と
人
と
の
間
に
於
け
る
綿
て
の
動
的
闘
係
を
意

11 味
す
る
の
で
あ
っ
て
‘
人
と
人
と
の
問
に
一
定
の
窓
味
を
以
っ
て
貨
物
若
し
く
は
思
想
の
移
動
す
る
こ
と
を
指
す
、
従
っ
て
此
場
合

の
交
通
に
は
、
或
人
よ
り
他
の
人
に
移
動
す
る
の
意
味
如
何
と
い
ふ
こ
と
に
概
念
の
重
貼
が
あ
り
、
又
主
憾
忙
着
目
す
れ
ば
人
の
交

大
都
市
交
遁
の
特
性

第
四
十
四
巻

第
六
競

O 
七

w目 13.加Iunro，op. cit.， p. 239， :?oning 
W. B. Ml1nro，叩 cit.， 1934， p. 238 
都市公論"第18巻第7抗、 p・39 フルノー・タウト氏/ノ日本の都市計三撃に寄せ
ての批判参照。
Duffu:--:， M剖 teringa Metropolis. p 
も強化しつ Lある。
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大
都
市
交
渇
の
特
性

第
四
十
四
巻

一
一
一
停
六
銃

C 
i¥. 

日
迎
で
あ
り
、
客
棋
は
貨
物
と
忠
怨
と
丈
で
あ
る
に
反
し
第
二
の
意
義
は
、
人
間
貨
物
及
び
思
想
の
揚
所
的
移
動
を
指
し
、
移
動
現
象

そ
の
も
の
は
何
等
か
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
あ
る
が
、

只
此
揚
合
は
移
動
の
意
味
を
聞
は
左
い
丈
で
あ
る
、

前
者
の
交
通
の
意
義

は
、
言
は
ピ
主
観
的
立
相
明
か
ら
-
父
通
概
念
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
そ
れ
は
客
観
的
立
揚
か
ら
交
通
の
概
念
を
定
め
た
も
の

で
あ
る
円
然
ら
ぽ
本
論
に
於
付
る
交
泡
の
意
義
は
如
利
と
一
一
一
一
μ

ふ
に
、
第
二
の
意
義
に
於
付
る
ム
客
観
的
立
易
か
ら
見
た
交
越
を
指
す
の

で
あ
っ
て
、
就
中
特
に
交
泊
千
伐
の
如
何
を
問
は
や
人
聞
の
場
所
的
移
動
の
交
通
現
貌
丈
を
視
察
し
た
い
と
山
山
ふ
。
以
下
法
べ
る
一
父

一
応
は
山
山
口
此
意
義
の
交
過
で
・
あ
る
か

之
を
要
す
る
に
、
大
都
市
交
通
と
は
正
に
以
上
の
如
き
近
代
的
粧
済
的
大
都
市
内
に
於
け
る
人
の
揚
所
的
移
動
を
意
味
す
る
の
で

あ
り
、
又
か
り
に
か
L

る
大
都
市
を
抽
象
的
意
義
に
於
い
て
、
品
川
も
一
個
の
近
代
産
業
的
大
工
揚
並
に
之
れ
の
上
部
構
趨
と
し
て
の

商
品
配
給
機
関
の
杢
憶
と
み
る
左
ら
ば
、
大
都
市
交
通
は
か
L

る
塁
間
に
於
け
る
、
人
の
場
所
的
移
動
を
烹
味
す
る
と
も
言
ひ
う
る

で
あ
ろ
う
。

一一一
大
都
市
交
通
の
特
性

然
ら
ば
大
都
市
枇
舎
の
交
通
空
聞
に
は
如
何
友
る
特
性
が
存
す
る
か
。

ゴ
ツ
ト
ル
(
の
己
己
)
は
苦
々
の
物
質
的
生
活
の
地
樫
と
し
て
の
自
然
的
空
間
世
界
を
そ
の
寄
輿
の
態
様
か
ら
巳

E
号
E
F
N
z
n
z
z
z
p
]
τ
J
F
M
E
E
E
H阿

】
】

4
2
-
E
F耳
目
ロ

F
の
四
穏
に
分
け
た

o
m
E目
ι
E
Z
E
止
し
て
空
間
世
界
は
居
住
及
び
加
工
的
生
産
剖
ち
工
業
の
立
地
に
針
す
る
可
能
性
を
提
供
し
、

N
R
E
E
Z
E
と
し
て
は
有
用
植
物
白
生
成
並
に
栽
枯
及
び
之
に
基
い
て
有
用
動
物
の
飼
育
に
役
立
つ
、
主
た
町
E
含
E
E
と
し
て
は
最
も
一
原
蛤
的

に
は
生
活
手
段
の
探
索
蒐
集
の
次
い
で
狩
獄
漁
拶
の
場
所
と
し
て
、
更
に
匙
ん
で
は
原
料
及
び
動
力
源
泉
と
し
て
寄
興
す
る
。
最
後
に
空
間
世
界
は

ー

場
所
的
移
動
の
舞
憂
と
し
て
交
誼
空
間
と
も
な
る
。

さ
て
昼
間
世
間
外
の
諸
属
性
は
吾
、
身
と
闘
係
た
く
、
最
初
か
ら
恒
久
不
蝿
史
的
に
内
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
稜
見
と
利
問
と
は

月間安氏著、都市と建築、 p.284-287目

小島昌太郎氏著、交調経梼論、 p.1-30.参照。
小島民太郎氏著、交諸経祷論、 p.II 

Gottl-ottJi1ienfeld; Bedarf und Deckun宮，ニJena1928， SS. 100-I02 u. 105 
大陵商科大畢経済僻究年報、第五銃、前向井孝治、車E情的空間、 78-80頁o
Marx， K.， Das Kapital， 1 (Adoratskij:s Ausgabe)日.39 
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人
聞
の
歴
史
的
行
筋
で
あ
る
a

五
口
々
は
大
都
市
の
交
通
空
間
の
設
展
に
於
い
て
も
こ
の
事
賓
を
明
か
に
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
、
此

揚
A
口
交
通
空
間
即
ち
兵
臆
的
に
は
一
ア
ツ
ツ
ヱ
ル
(
刀
号
ろ
も
言
ふ
岐
に
通
路
と
設
主
畑
地
の
み
な
ら
や
J

、
運
搬
具
及
び
動
力
に
お
け

る
自
然
制
約
性
乞
も
特
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
友
ら
札
。
か
h
h

る
意
義
に
於
い
て
交
通
空
間
は
質
的
並
に
量
的
前
方
面
に
護
展
し
た
。

第
一
の
質
的
後
展
と
は
何
を
指
す
か
と
一
三
口
ふ
に
、
交
通
空
間
の
種
類
言
び
倹
へ
れ
ば
交
通
に
む
け
る
運
動
媒
慌
の
種
類
の
増
加
を
意

味
す
る
。
然
ら
ば
大
都
市
交
通
空
間
に
4
4

け
る
一
退
勤
媒
惜
の
種
類
の
増
加
と
は
一
惜
何
で
あ

Fhγ
っ
か
。
と
は
す
で
に
述
。
へ
た
様
に
、

地
理
的
事
寅
に
於
け
る
種
類
の
増
加
と
そ
の
特
異
性
が
そ
れ
で
あ
り
、
今
此
庭
に
交
通
路
を
静
的
交
通
機
闘
と
動
的
交
通
機
関
L
」に

分
類
す
る
な
伊
ば
通
路
印
ち
交
通
同
定
設
備
の
制
約
性
と
、
運
倣
具
及
び
動
力
印
ち
交
通
移
動
機
関
K
依
る
自
然
制
約
恒
と
は
相
合

し
て
、
大
都
市
交
通
空
間
に
は
氾
づ
ド
た
都
市
に
ゐ
け
る
特
殊
同
川
浩
の
街
路
並
に
高
架
及
び
地
下
の
高
速
度
鍛
道
に
依
る
卒
刷
』
交
通

と
に
両
日
付
建
策
物
川
に
試
川
崎
せ
ら
れ
た
る
交
一
迎
川
崎
山
悩
叩
J

つ
工
レ
ミ
ワ
-
夕
、
拾
に
コ
え
り
レ
ゲ

l

k
似
る
町
並
区
交
泊
ー
し
の
ん
一
ハ

J

の

交
通
形
式
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
た
都
市
以
外
の
諸
都
市
に
於
け
る
交
通
笠
間
に
は
日
出
出
し
え
た
い
と
こ
ろ
の
も
の
で
る

る
。
印
ち
こ
れ
が
大
都
市
交
通
り
質
的
特
性
の
一
た
り
と
考
へ
ら
れ
る
。
か
ミ
る
狭
小
友
交
泊
宗
聞
を
質
的
に
量
的
に
繍
大
し
た
も

の
は
言
ふ
ま
で
も
友
〈
技
術
の
進
歩
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
技
術
の
進
歩
は
交
通
に
た
い
て
州
立
的
に
行
は
れ
る
も
の
で
な
く
、

一
般
的
技
術
の
褒
展
の
制
約
金
受
け
、
且
つ
後
に
見
る
様
に
、
特
に
運
搬
具
と
動
力
と
の
改
良
と
な
っ
て
現
は
れ
来
っ
た
事
貫
は
、

大
都
市
交
通
機
闘
。
建
造
の
歴
史
に
徴
し
て
も
極
め
て
明
か
で
あ
る
。
次
に
質
問
委
展
の
中
で
今
一
つ
は
議
清
地
の
特
異
性
に
依
つ

て
た
都
市
交
通
は
専
ら
方
向
的
に
放
射
以
を
呈
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

と
れ
は
た
に
も
述
べ
た
様
に
都
心
地
域
と
郊
外
地
域
と

の
自
然
的
並
に
意
閥
的
分
離
に
依
っ
て
、

必
然
的
に
生
や
る
し
父
泊
定
流
現
品
端
で
あ
る
。
も
と
よ
り
小
部
舎
の
交
活
は
共
総
数
も
少
〈

そ
の
交
通
の
流
れ
も
千
差
寓
別
で
る
り
不
定
涜
で
あ
っ
て
一
定
の
流
向
を
見
出
し
え
友
い
け
れ
ど
も
大
都
市
に
生
長
高
出
展
す
る
に
及

大
都
市
交
通
四
特
性

第
四
十
四
巻

第
六
貌

O 
ブL

此の三つを Rat担 lは交還における地理的事究正呼λ二。
Geo巨raphie，S目 319・
此等の四つの交誼における言はザ技術的要素の中で自然の支配下にあるもの
は遁路と動力であるとするものがあ昌が (Blum， Verkenl' und Bet口ebder 
Eisenbahnen， Berlin， I925， S. 101.) }Jこし〈ない。他。二つり要素も特に交通
霊童達自未熟な時代では同様にカ掻く自然。直接的制約を受ける。
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大
都
市
交
通
の
特
性

第
六
批

O 

第
四
十
四
巻

一
三
一
回

ん
で
は
主
要
交
通
は
梢
定
流
化
し
良
に
は
外
廓
の
四
周
か
ら
、
求
心
的
に
タ
に
は
都
心
か
ら
四
周
に
遠
心
的
に
定
流
が
行
は
れ
る
U

こ
の
こ
と
は
特
に
交
通
機
闘
路
線
の
配
線
設
計
の
上
に
基
礎
観
念
を
奥
ふ
る
も
の
で
あ
る
、
則
ち
大
都
市
交
通
機
関
は
都
心
及
び
郊

外
地
の
放
射
的
方
向
に
輸
送
力
強
大
友
る
幾
僚
か
の
路
線
を
骨
子
と
せ
る
路
線
網
た
る
こ
と
を
要
す
旬
、

第
二
の
自
主
的
後
民
と
は
大
都
市
交
通
宗
附
は
全
的
に
同
一
種
類
の
交
通
存
膿
郎
ち
此
揚
合
は
人
聞
の
交
通
量
の
増
大
が
あ
る
こ
と

ゅ

を
4
R泌
す
る
。

今
前
者
の
質
的
特
性
を
か
り
に
空
間
的
特
性
と
す
れ
ば
、
後
者
の
量
的
特
性
は
、
時
間
的
特
性
と
も
言
ひ
得
る
で
あ
ろ
う

G

今
こ

れ
を
一
二
つ
の
方
面
か
ら
印
ち
時
間
別
、
週
日
別
、
午
別
に
観
察
す
る
た
れ
ば
、

一
、
時
間
別
に
は
所
謂
交
通
高
潮
時
現
象
が
存
す
る
、
邸
ち
都
心
地
域
と
郊
外
地
域
と
の
分
離
は
、
一
短
時
聞
に
し
か
も
一
定
通
勤

時
間
内
則
ち
大
槌
に
お
い
て
午
前
七
時
|
1
i
九
時
及
び
午
後
四
時
|
|
六
時
頃
迄
各
一
同
宛
通
勤
交
通
の
必
要
上
異
常
な
る
交
通

量
の
激
増
を
惹
起
す
る
。
例
之
倫
敦
の
都
心

U
J

千
l
、
才
プ
、

ロ
ン
ド
ン
匡
は
、
そ
の
地
積
一
一
牛
方
哩
で
あ
っ
て
人
口
は
約
一
高
内

外
で
あ
る
。
こ
れ
は
勿
論
夜
間
の
居
住
者
で
る
る
が
、
喜
一
聞
の
人
口
は
大
凡
百
高
人
と
推
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
卸
ち
シ
千

1
.
ォ
プ
・

ロ
ン
ド
ン
匿
に
差
問
執
務
し
て
ゐ
る
も
の
は
全
部
匝
外
の
他
の
然
る
べ
き
住
郊
外
宅
地
域
か
ら
聡
迭
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
大

東
京
に
長
い
て
は
、
右
の
時
間
内
に
終
日
の
乗
客
数
の
約
=
一
分
の
一
を
輸
送
さ
れ
、
同
じ
く
紐
育
や
市
俄
古
等
の
大
都
市
に
於
て
は
、

移
日
莱
客
の
二
分
の
一
に
首
る
交
通
量
が
貫
現
す
る
と
言
ふ
と
と
で
る
る
叫

二
、
週
日
別
に
は
日
曜
及
び
此
れ
に
準
や
る
腕
祭
日
に
於
い
て
は
、
特
に
他
の
週
日
と
全
く
異
っ
た
交
通
量
現
象
が
生
宇

L
o
前

に
述
べ
た
時
間
別
交
通
量
現
象
は
、
所
謂
半
日
交
通
量
現
象
に
就
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
今
乙
L
に
言
ふ
と
こ
ろ
の
大
都
市
の

大限商科大串組済開究年報、第6掠 p目
267・宮永祐治 交通に於ける自芽生。

人、貨物、思想を場所的に移動せしむる施設を交遁機関 (VerkehrsrnitteJ，
Verkehrsan~talt) と言ふ。静的なもの主動的なものがあ払、前者を交通間定設
備と謂ひ後者を交吾首移動機関と謂」、。小島白太郎氏、交』自主EI評論 p.55 
此れを蜜夜間における移動人口静態にみることが出来る。合谷重義氏、東京市
中心地壷夜間人口に就いて、経済論叢第31巻、第一獄、人口 fHH題第一巻四披5

5) 
6) 

7) 



貫
質
的
活
動
の
一
時
的
休
止
せ
る
然
る
ぺ
き
週
日
に
於
て
は
、

卒
日
交
通
と
全
く
異
っ
た
現
象
を
一
不
す
こ
と
は
、
極
め
て
明
白
及

こ
と
で
あ
る
。

一
例
を
皐
げ
る
友
ら
は
、

一
週
の
内
で
最
も
乗
客
の
多
い
日
に
は
一
週
間
の
一
一
割
七
分
に
近
い
乗
客
が
る
り
、
日
曜

一
週
間
の
線
乗
客
数
の
九
分
に
し
か
み
た
友
い
と
言
は
れ
て
ゐ
る
叶
叉
各
種
用
途
地
域
例
へ
ば

日
及
び
共
他
の
休
日
の
乗
客
数
は
、

娯
楽
地
帯
及
び
風
致
訓
域
位
一
寸
の
配
置
の
闘
係
上
・
交
通
現
象
は
質
的
に
も
量
的
に
も
挺
則
友
る
品
川
況
を
呈
す
る
乙
と
は
想
像
に
灘
〈

友
い
。三

、
最
後
に
年
別
に
て
は
大
都
市
の
交
通
量
は
翠
な
る
交
通
量
と
い
ふ
意
味
に
於
て
.
年
占
の
人
口
増
加
の
比
例
を
超
越
し
て
英

大
な
る
比
一
旦
乞
長
ず
る
と
一
一
コ
ロ
ふ
こ
と
で

b
る

Q

乗
車
同
教
を
参
考
に
と
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
大
都
市
乗
車
悦
肘
教
は
、
大
都
市
人
口
増

方日
Iに
1r~ 

ií~ 
士lf
的
tl: 
貸
付'

千i

くの

と
の
と
と
主
山
田
つ

γ
米
同
ハ

1
ハ
I
ト
大
型
ジ
・
1
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・X
ハヱ

I
ン
(
の
・
町

ω
5
2
)
教
授
は
、

都
市
人
口
は
算
術
級
数
的

κ
品
川
川
加
す
る
に
反
し
市
民

ω莱
zF同
教
は
幾
利
紘
激
的
に
叫
附
加
す
る
と
一
品
っ
て
ゐ
る
。
例
を
紐
育
に
よ
っ

て
み
る
左
ら
ぱ
、
人
口
七
百
蔦
に
充
た
ざ
る
岡
市
丈
の
乗
車
向
教
が
一
年
約
三
十
一
億
で
あ
っ
て
、
人
口
六
千
五
百
寓
の
日
本
全
国

の
交
通
数
約
三
十
億
を
凌
駕
せ
る
こ
と
の
如
き
は
共
一
例
に
過
ぎ
ぬ
。

叉
す
で
に
一
一
言
し
た
如
く
、
大
都
市
交
活
機
闘
と
し
て
の
高

速
度
鍛
道
の
存
在
は
此
交
通
量
の
特
性
を
更
に
一
一
居
助
長
せ
し
む
る
に
奥
っ
て
力
が
あ
る
、
純
育
市
の
運
檎
報
告
に
依
れ
ば
、

六

O
年
創
ち
未
だ
高
法
度
鋭
道
が
建
設
さ
れ
泣
い
以
前
に
於
い
て
は
、

一
年
に
人
口
一
人
首
り
莱
車
同
教
は
四
十
三
で
あ
っ
た
、
然

る
に
一
八
九

O
年
初
め
て
高
架
高
速
度
餓
道
が
建
設
さ
れ
蓮
峨
業
務
を
開
始
し
て
以
来
、

に
遣
し
共
後
進
か
に
進
歩
し
た
、

一
年
に
人
口
一
入
賞
り
賓
に
二
百
三
十
同

一
九
二
六
年
に
は
、
四
百
九
十
九
同
と
言
ふ
乙
と
で
る
ぜ
。
今
一
つ
合
衆
国
の
統
計
を
引
則
す
れ

ぽ
、
都
市
の
人
口
が
年
々
増
加
し
て
二
十
倍
に
達
す
る
間
に
乗
車
問
教
は
七
十
倍
に
逮
せ
る
賓
情
を
み
て
も
、
前
述
の
ス
ヱ

1
ン
教

授
の
言
を
立
諮
す
る
に
足
る
ぷ
次
に
交
通
量
を
交
通
数
と
乗
車
距
離
と
の
相
乗
積
友
る
意
味
に
解
す
れ
ば
、
此
穫
の
交
通
量
は
都
市

大
都
市
交
遁
の
特
性

五

第
四
十
四
巻

第
六
披

八

好氏、大都市に於ける書夜間人口移動。
8) 都市問題、第'4巻第一説、 p.68大都市弘通機関論。
9) 前掲大底向科大皐紹済餌究年報、第5腕、 p.267・

10) 都市問題、第十四巻第一旗、 p.69大都市ー交沼機閥論n

口) 東京市電気局編、都市交通問題研究、 p.668都市運矯の特性o

I2) 東京市電気局編、都市交誼問題研究 p.668 郎市運輸の特性。



大
都
市
交
通
の
特
性

第
四
十
四
巻

六

第
六
競

閣
の
機
大
に
伴
ふ
ぺ
合
同
乗
車
距
離
の
必
然
的
延
長
と
、
前
記
の
交
遁
量
の
増
加
と
相
候
っ
て
貨
に
想
像
し
え
ざ
る
大
量
を
占
む
る
と

と
は
、
否
{
え
す
る
を
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

之
を
要
す
る
に
、
大
都
市
交
通
の
特
性
は
、
以
上
の
意
味
に
於
い
て
夫
々
空
間
的
又
は
質
的
に
、
時
間
的
又
は
量
的
に
、
表
は
れ
る

も
の
で
る
る
と
-
一
日
ふ
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

[.I!l 

車吉

論

既
に
沫
…
ぺ
た
絞
れ
も
近
代
大
都
市
は
安
本
主
義
的
粧
済
首
都
で
あ
る
。
此
の
限
り
に
於
い
で
、
近
代
大
都
市
の
機
能
や
形
態
を
決

定
す
る
も
の
は
資
本
家
的
生
産
過
程
で
あ
れ
y

、
共
同
的
と
し
て
の
利
潤
追
求
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
は
具
憾
的
に
は
す
で
に
漣
ベ
た

様
に
、
資
本
主
義
的
絞
持
都
市
の
社
合
生
前
株
式
即
ち
交
通
様
式
と
生
産
様
式
と
を
手
段
と
し
て
賃
現
さ
れ
る
。
従
っ
て
大
都
市

交
通
の
特
性
は
、
ま
さ
し
く
か
L

る
大
都
市
に
於
い
て
高
度
に
後
展
し
た
る
資
本
家
的
経
済
機
構
と
相
川
膝
す
る
も
の
で
あ
る
。
部

ち
そ
れ
は
彼
等
の
存
績
と
愛
辰
の
た
め
に
恰
も
峰
が
蜜
に
集
っ
て
来
る
桜
に
、
集
中
し
た
と
と
る
の
大
量
帥
労
働
力
を
・
夫
々
の
生
産

過
程
へ
の
ア
レ
ン
ヂ
メ
ン
ト
を
、
遂
行
し
つ
L

あ
る
現
象
の
、
笠
間
的
時
倒
的
表
示
に
外
司
な
ら
な
い
。
か
L

る
経
済
的
保
件
及
び
自
然

的
保
件
へ
の
順
騰
、
若
し
く
は
そ
の
克
服
の
た
め
の
手
段
の
惜
系
で
あ
る
と
こ
ろ
の
技
術
的
僚
件
等
の
如
き
、
大
都
市
交
通
空
間
に

於
け
る
枇
曾
的
僚
件
と
.
そ
れ
が
具
鎧
的
に
如
何
友
る
手
段
を
以
っ
て
、

叉
如
何
な
る
動
力
に
よ
り
如
何
た
る
方
向
に
進
む
べ
き
か

を
指
示
し
、
交
通
の
前
提
僚
件
も
し
く
は
可
能
性
を
.
提
供
す
る
と
と
る
の
地
理
的
僚
件
た
る
大
都
市
交
通
空
間
に
於
け
る
自
然
的

保
件
と
は
、
共
に
相
倹
っ
て
大
都
市
交
通
の
護
展
を
、
質
的
に
あ
る
ひ
は
量
的
に
制
約
し
特
徴
づ
け
る
の
で
あ
る
。
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(一一一・一一一・二五)

13) 東京市役所、欧米大都市の交通問題 p.2-3.東京市軍息調編、都市交通問題

研究 p.32・都市の至宝建と運輸との関係。
14) 東京市電集局編、都市交箔問題研究 p.669; Electric R，山~m..y and Tramway 

t~~lTnál. }ourmil for I928 参照。
15) 主11市問'題、第十四巻第一焼、 p. 67-68 大都市交話機関論、東京市電気局編

都市交沼問題研究、 p.652. 652都市の混戦問題


